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平成7年度

治樹和田

平
成
七
年
度
の
予
算
編

成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
三
次

重
信
町
総
合
開
発
計
画
の

進
行
と
園
・
県
の
施
策
や
景

気
の
動
向
に
配
慮
し
な
が
ら
、

財
源
の
効
率
的
な
配
分
を

行
い
、
行
政
組
織
の
活
性
化
、

行
政
組
織
の
活
性
化
と
交
流

組
織
・

機
構
の
検
討
を
進
め
、

適
切
な
定
員
配
置
を
進
め
て
行
く

予
定
で
す

。

ま
た
、

町
長
以
下
関

係
職
員
が

地
域
の
公
民
館
へ
出
向

き
、
お
茶
の
間
懇
談
会
形
式
で
ご

意
見
を
拝
聴
し
、

町
民
の
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
な
が
ら

町
政
を
進
め
る

計
画
で
す
。
さ
ら
に
友
好

町
村
や

姉
妹
町
提
携
の
推
進
も
計
画
致
し

ま
し
た
。

-

庁
内
組
織

・

機
構
及
び
事
務

事
業
の
見
直
し

2

中
央
、
県
内
及
び
海
外
職
員

研
修
の
実
施

3

町
政
懇
談
全
の
実
施

4

友
好
町
村
、
姉
妹
町
提
携
の

推
進

社
会
福
祉
の
充
実

重信町長

国
県
の
施
策
に
合
わ
せ
た
社
会

福
祉
の
充
実
強

化
と
年
金
、
各
種

保
健
医
療
施
策
の
充
実
と
、
老
人

福
祉
の
重
点
項
目
で
あ
る
在
宅
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
強
力
に
進
め

る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
組
織
の

充
実
と
活
動
の
強

化
を
進
め
る
と

と
も
に
、
町

村
で
は
初
め
て
取
り

組
む
ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
は
本
年
度
か
ら
の
事
業
開
始
に

む
け
て
着
々
と
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

ま
た
、
長
年
の
懸
案
事
項
と
な

っ
て
い
ま
し
た
社
会
福
祉
法
人
に

よ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
l

ム
の
建

設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
七
年

度
末
の
完
成
を
め
ざ
し
て
着
手
致

し
ま
し
た
。

-
長
寿
社
会

モ
デ
ル
事
業
の
推

進
2

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
ホ
l

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
の
強

化

3

生
き
が
い
対
策
と
在
宅
福
祉

の
推
進お

年
寄
り
の
、
」
ん
に
ち
は

コ
ー
ル
事
業

健
康
つ
く
り
事
業

お
年
寄
り
電
話
相
談
事
業

老
人
日
常
生
活
用
具
レ
ン

タ
ル
事
業

訪
問
リ

ハ
ビ
リ

事
業

4

社
会
福
祉
協
議
会
の
充
実
と

活
動
の
強

化

5

ミ

ニ
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ

ー
に
よ
る
事
業
開
始

6

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
建

町
一
玖

保
健
対
策

住
民
の
健
康
へ
の
関

心
に
呼
応

す
る
た
め
、
住
民
の
各
種
健
診
を

引
き
続
き
実
施
す
る
計
画
で
す
。

ま
た
、
零
歳
児
医
療
費
の

助
成
に

つ
き
ま
し
て
は
、
県
の
方
針
に
合

わ
せ
対
象
を
三
歳
未
満
ま
で
の
乳

幼
児
に
拡
大
し
完
全
無
料

化
す
る

こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

-
六
十
歳
基
本
健
診

2

ね
た
き
り

老
人
や
痴
呆
性
老

人
に
対
す
る
巡
回

指
導
、
健
康

相
談
及
び
機
能
回
復

訓
練
事
業

3

各
種
健
診
や
育
児
相
談
事
業

及
び
食
生
活
改
善
活
動
の
実

施

4

一
二歳
未
満
児
医
療
費
完
全
無

料
化

生
活
環
境
の
整
備

生
活
排
水
対
策
を
進
め
る
と
と

も
に
水
資
源
開
発
は
、
中
子
広
域

水
道
企
業
団
に
よ
り
事
業
が
進
め

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
内
に
お
き
ま
し
て
も
、
昨
年
の

異
常
渇
水
の
経
験
を
踏
ま
え
、
引

き
続
き
水
源
確
保
等
を
進
め
給
水

の
万
全
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

懸
案
の
火
葬
場
は

「

桜
花
苑
」

の
名
称
で
川
内
町
重
信
町
衛
生
組

合
に
よ
り
建
設
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
本
年
四
月
に
は
こ
れ
が
完
成

の
予
定
で
す
。

ま
た
、
老
朽

化
し
、
新
し
い
施

設
の
検
討
を
進
め
て
参
り
ま
し
た

清
掃
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
八
年
度
の
完
成
を
め
ざ

し
、
本
年
度
か
ら
着
手
致
し
ま
す
。

l

下
水
道
事
業
の
検
討

2

農
業
集
落
排
水
事
業
の
推
進

(
上
林
地
区
公
共
下
水
道
)

3

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
費
の

補
助

4

水
資
源
の
確
保

5

「
桜
花
苑
(
火
葬
場
)」
の
本
年

?

四
月
完
成

3

6

清
掃
セ
ン
タ
ー
の
建
設
着
手

閃

(
七
・

八
年
度
継
続
事
業
)

灯刊
喝
叫

産
業
の
振
興

加no 

農
業
の
振
興
で
は
、
近
代

化
の

ω

基
盤
と
な
る
農
道
水
路
等
の
改
良

企

事
業
を
積
極
的
に
推
進
す
る
ほ

'
ー

か
、
上
林
に
続
い
て
下
林
の
ほ
場

初

整
備
も
実
施
し
、
農
業
生
産
基
盤

事

の
整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

国

林
業
の
振
興
で
は
、
林
道
整
備

四

等
の
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

院

商
工
業
の
振
興
で
は
、
商
工
会

-
J

は
ス
タ
ン
プ
事
業
実
施
に
よ
る
活

-
L

性
化
も
図
っ
て
お
り
、
そ
の
指
導

く

育
成
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

I
M

す
。
ま
た
、
観
光
協
全
に
つ
い
て
も

詳



社
会
福
祉
の
充
実
、
生
活
環

境
の
整
備
、
産
業
の
振
興
、
都

市
基
盤
の
整
備
、
教
育
文
化

の
振
興
な
ど
に
つ
い
て
積
極

的
な
施
策
を
進
め
る
こ
と
と

致
し
ま
し
た
。

近
年
は
特
に
厳
し
い
財
政

事
情
に
よ
り
、
全
国
的
に
前

年
に
対
し
減
額
予
算
と
な
る

な
ど
、
大
変
厳
し
い
局
面
を

迎
え
て
い
ま
す
。

当
町
に
お
き
ま
し
で
も
健

全
財
政
を
確
保
し
な
が
ら
的

確
な
財
政
運
用
に
よ
り

、

二

十
一
世
紀
を
め
ざ
し
た
「
み
ど

り
と
文
化
の
ま
ち

・

重
信
」
づ

く

り
に
努
め
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

事工良改路道線呂品
山津

。
。1
'
・
1

志

，

企

育
成
強
化
を
図
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。
さ
ら
に

、
着
々
と
整
備
が
進

ん
で
お
り
ま
す
都
市
公
園
や
農
村

公
園
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
八
ム
国

費
で
一
括
管
理
し
て
効
率

化
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す

。

農
業
の
振
興

土
地
改
良
事
業

農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事

業下
林
地
区
は
場
整
備
事
業

国
土
調
査
事
業
(
志
津
川

及
び
樋
口
地
区
)

林
業
の
振
興

林
道
整
備
事
業

森
林
総
合
整
備
事
業

地
域
森
林
環
境
整
備
事
業

商
工
業
の
振
興

商
工
会
組
織
の
充
実
強
化

商
工
会
活
動
の
指
導
育
成

観
光
協
会
の
育
成
強
化

公
園
の
管
理
運
営

緑
地
公
国
、
み
ん
な
の
広

場
、
か
す
み
の
森
公
園
、

樋
口
公
園
、
野
田

一
・

二

号
公
園
、
牛
洲
農
村
公
園
、

下
林
農
村
公
園
及
び
西
岡

公
園
の
活
用

l 2 3 4 都
市
基
盤
の
整
備

高
速
交
通

化
に
合
わ
せ
主
要
町

道
の
拡
幅
改
良
及
び
舗
装
を
進
め

る
ほ
か
、
引
き
続
き
高
速
道
路
周

辺
整
備
事
業
を
進
め
る
予
定
で
あ

り
ま
す

。

都
市
下
水
で
は
、
排
水
路
工
事

を
、
総
合
公
園
整
備
は
引
き
続
い

て
そ
の
整
備
を
進
め
る
計
画
で
す

。

災
害
対
策
関
連
に
つ
き
ま
し
て

は
、
阪
神

・

淡
路
大
震
災
を
踏
ま

え
、
関
係
施
設
の
充
実
と
防
災
意

識
の
向
上
を
図
る
計
画
で
す

。

-

高
速
交
通

化
に
合
わ
せ
た
主

要
町
道
の
拡
幅
改
良

2

生
活
関
連
道
路
の
改
良
舗
装

3

高
速
道
路
周
辺
整
備
事
業

4

都
市
下
水
に
よ
る
樋
口
及
び

見
奈
良
の
排
水
路
工
事

5

総
合
公
園
整
備

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
工
事

駐
車
場
工
事
等

災
害
対
策

防
災
行
政
無
線
放
送
施
設

二
基
増
設

小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
配
備

防
災
意
識
の
向
上

6 教
育
文
化
の
振
興

小
学
校
の
大
規
模
改
修

工
事
を

行
う
ほ
か
、
社
会
教
育
で
は
、
町

民
会
館
を
拠
点
に
生
涯
学
習
事
業

等
を
進
め
る
と
と
も
に
、
交
響
楽

団
を
招
き
、
文
化
の
ふ
れ
あ
い
イ

ベ
ン
ト
を
計
画
致
し
ま
し
た
。

図
書
館
は
、
蔵
書
数
も
六
万
五

千
冊
を
越
え
、
そ
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
埋
蔵
文

化
財
の
発
掘

調
査
や
各
種
の
社
会
体
育
事
業
及

び
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
も
進
め
る

計
画
で
す
。

-
拝
志
小

学
校
大
規
模
改
修
工

事
2

生
涯
学
習
事
業
等
の
実
施

3

交
響
楽
団
招
特
に
よ
る
文

化

の
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
実
施

4
麓
集
会
所
の
建
設

5

移
動
図
書
館
の
充
実

6

埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査

(
下
林
地
区
)

7

社
会
体
育
事
業
や
軽
ス
ポ

|

ツ
の
普
及

企特別養護老人ホーム重信園 完成予想図

施実

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特

験

別
会
計
で
は

、

地
方
債
の
償
還
費

試

を
計
上
致
し
ま
し
た

。

凋

老
人
保
健
特
別
会
計
で
は
、
対

日
町

象
受
給
者
数
の
増
加
と
、

一
件
ぁ

務

た
り
の
費
用
額
の
増
に
よ
り
予
算

公

額
が
大
幅
に
伸
び
て
い
ま
す
。

家

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
は
、

園

田
保
加
入
者
の
う
ち
老
人
対
象
者

唱

が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り

、
老
人

戸

保
健
拠
出
金
の
増
加
と
な
っ
て
お

成

り
ま
す
。
ま

た
医
療
費
抑
制
の
た

T
「

め
の
健
康
づ
く
り
事
業
は
本
年
度

も
続
い
て
実
施
の
予
定
で
す
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
で
は
、

昨
年
の
渇
水
等
を
踏
ま
え
、
将
来

的
な
全
町
の
上
水
道
整
備
を
進
め

る
た
め
基
本
計
画
作
成
委
託
料
を

計
上
致
し
ま
し

た
。
ま
た
本
年
度

も
引
き
続
き
水
道
管
の
敷
設
替
え

工
事
等
を
進
め
る
と
と
も
に
、
新

設
の
第
五
水
源

地
の
利
水
活
用
を

計
画
し
て
い
ま
す

。

土
地
区
画
整
理

事
業
特
別
会
計

で
は
、
借
入
金
の
償
還
費
、
換
地

計
画
等
設
計
委
託
料
及
び
区
域
内

整
地
工
事
等
を
計
上
し
ま
し
た
。

農
業
集
落
排
水
事
業
で
は
、
上

林
地
区
の
管
路
布
設
工
事
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
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平成 7年度会計別予算 (単位:千円)

会 計 日IJ 本年度 前年度 比較 前年度比較先 合計比 % 繰入金 繰出金 平成ア年度
鍛 z 企h 5,470 ,000 5,757 ,000 。287 ， 000 65.0 54.7 67 ,507 395 ,274 

住宅街築資t等貸付事業特&IJ全計 10,266 11 ,030 6 764 66.9 0.1 995 重信町予算
老人保健特例会計 2,049 ,876 1.774.945 274.931 15 5 20.5 121.207 

の主な内訳
国民健康保健特別会計 1.166.758 1. 030.423 136.335 13.2 11.7 66.187 

簡易水道事業特別会計 184 ,560 211.397 6 26 ,837 612.7 1.8 11 ,280 をお知らせ |
土地区画盤理事業特別会計 780,200 830 ,900 6 50 ,700 66.1 7.8 

農業集孫排水事業特別会計 340.803 76.698 264 ,105 344.3 3.4 199.593 します。
t口b、 10.002.463 9.692.393 310.070 3.2 100.0 

一般会計歳入歳出予算内訳性質別経費割合

第
百
五
十
五
回
重
信
町
議
会
定

例
会
は
、
三
月
十
日
か

ら
三
月
二

十
三
日
ま
で
の
十
四
日
聞
の
全
期

で
聞
か
れ
、
平
成
七
年
度
当
初
予

算
、
平
成
六
年
度
補
正
予
算
、
条

例
の
一
部
改
正
な
ど
、
二

十
四
議

案
が
審
議
さ
れ
、
全
議
案
原
案
の

と
お
り
可
決

、
承
認
さ
れ
、
総
務

委
員
会
に
付
託
さ
れ
継
続
審
査
と

な
っ
て
い
た
平
成
五
年
度
の
決
算

六
件
は
、
原
案
の
と
お
り
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
国
立
療
養
所
愛
媛
病
院

な
ど
国
立
医
療
施
設
の
充
実
・
強

化
に
関
す
る
意
見
書
を
求
め
る
請

願
書
に
つ
い
て
は
、
採
択
さ
れ
、

議
員
提
案
に
よ
る
地
方
分
権
の
推

進
に
関
す
る
意
見
書
案
に
つ
い
て

も
採
択
さ
れ
、
こ
の

二
件
と
も
、

意
見
書
を
関
係
省
庁
に
提
出
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た

。

一
般
質
問
は
、
五
名

の
議
員
か

ら

、
水
対
策
、
い
じ
め
問
題
、
教
育

問
題
、
ご
み
問
題
、
生
活
環
境
、
性

教
育
、
公
共
下
水
道
、
防
災
対
策
、

老
人
福
祉
、
自
然
保
護
な
ど
多
方

100 平
億; 成
型P 七
M 年
円
ぉ度
苛予
決:算

面
に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
ま
し
た

。

以
下
、
議
決
さ
れ
た
主
な
も
の

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
当
初
予
算

予
算
総
額
五
十
四
億
七
千
万
円

(
前年
度
対
比
五

・

二
%
減
)
で、

主
な
事
業
は
次
の
と

お
り
で
す

。

清
掃
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

二
四
五
、
二
三
二
千
円

土
地
改
良
事
業一

七
三

、

九
二
八
千
円

で

農
村
総
合
整

備
モ
デ
ル
事
業

ま

一
五
O

、

四
九

二
千
円

η

道
路
橋
梁
新
設
改
良
事
業

屯

五
二

、

九
O
O
千
円

μ

志
津
川
伽
呂
線
改
良
事
業

合

六
九
、
五
一
七
千
円

:

平
松
上
樋
線
改
良
事
業

日

二
二
六
、
二
三
O
千
円

少

防
衛
施
設
周
辺
道
路
整
備
事
業

人

六
六
、

七
六

一
千
円

婦

高
速
道
路
周
辺
整
備
事
業

媛

八
二
、
五
一
九
千
円

討

若
宮
西
梅
本
線
改
良
事
業

い

一
三
八
、
凹

三
九
千
円

し

都
市
下
水
路
事
業

詳



一般会計歳入歳出予算額
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平成 7 年度

(単位 : 千円 )
款 本年度予算額 前年度予算額 比 較 合計比 %

1 回T 手JI. 1 , 562 , 012 1 , 459 , 757 102 , 255 28.6 
2 I也 方 設 で』ア t5L 139.000 125 , 826 13 , 174 2.5 
3 キIJ 子 害1] 交 イヰ 金 96 , 900 45 , 000 51 , 900 1.8 
4 ゴルフ場利用税交付 金 26 , 000 28 , 326 ム 2 ， 326 0.5 
5 特 別l 地 方消費税交 付 金 10 10 。

6 自 動 車 取 得 税 交 付 金 38 , 100 36 , 174 1 , 926 0.7 
7 固有提供施設等所在市町村助成交付 金 1 , 090 1 , 090 。

日 I也 方 交 十l 手見 1 , 650 , 000 1 , 600 , 000 50 , 000 30.2 
9 交通 安全 対策特 別 交 付 金 3 , 000 3 , 000 。 0.1 
10 分 1.13. 金 及 び 負 れ l 金 205 , 271 192.721 12 , 550 3.8 
11 仁史 用 事| 及 (J 手 書士 料 71 , 056 72 , 79 1 ム 1 , 735 1.3 
1 2 図 I~巨 支 乱i 金 518.368 386 , 779 131 , 589 9.5 
1 3 県 支 出 金 480 , 475 354 , 930 125 , 545 8.8 
14 11オ iftf 4又 入 29.625 41 , 362 ム 11 ， 737 0.5 
1 5 寄 i'J 金 10 , 115 8.239 1 , 876 0.2 
16 総長 入 金 67 , 507 900 , 175 ム841 ， 668 1.2 
17 繰 越 金 53 , 192 49 , 755 3 , 437 1.0 
18 ~昔 ~X 人 81 , 679 57 , 765 23 , 914 1.5 
1 9 田T {京 436 , 600 384 , 300 52 , 300 8.0 

歳入 合 計 5 , 470 , 000 5 , 757 , 000 ム 287 ， 000 100.0 

歳入

千円)

本年度予算額の財源内訳
款 本年度予算額 前年度予算額 比 較 合計比 % 特 定 財 源

一般財源
国県支出金 地方 債 その他

i義 i当二h E者 102 , 178 106 , 694 ム 4 ， 5 1 6 1.9 102 , 178 
2 手若 可銭 506 , 66 1 1 , 081 , 482 ム574 ， 821 9.3 42 , 843 27 , 819 435 , 999 
3 民 生 1量 955 , 399 885 , 585 69 , 814 17.5 288 , 608 125 , 482 54 1 , 309 
4 衛 生 費 814 , 222 389 , 687 424 , 535 14.9 49 , 344 168 , 200 8 , 414 588 , 264 
6 農林水産業費 720 , 140 653 , 162 66 , 978 13.2 254 , 034 101 , 73 1 364 , 375 
7 PJ可 二E w 22 , 284 15 , 454 6 , 830 0.4 22 , 284 
8 土 木 E苦 954 , 955 1 , 147 , 106 ム 192 ， 1 51 17.4 305 , 680 151 , 700 65 , 965 431 , 610 
9 il~ l坊 '貸 243 , 018 247 , 837 ム 4 ， 8 1 9 4.4 8 , 016 1 , 027 233 , 975 
1 0 教 育 費 678 , 534 781 , 897 ム 1 03 ， 363 12.4 52 , 387 57 , 700 11 , 523 556 , 924 
11 災 害 復旧資 540 510 30 540 

1 2 公 {~ 草者 470 , 069 445 , 586 24 , 483 8.6 101 , 44 7 368 , 62 2 
1 3 予 古市 主主 2 , 000 2.000 。 2 , 000 

歳 出 合計 5 , 470 , 000 5 , 757 , 000 ム287 ， 000 100.0 1 , 000 , 912 377 , 600 443.408 3 , 648 , 080 

(単位歳出

五
回
、
三

七

一
千
円

総
合
公
園
整
備
事
業

二
O
七
、
四

七
二
千
円

拝
志
小
学
校
大
規
模
改
造
事
業

一
一
九

、

二
九
二
千
円

崎
川
崎E
E

重
信
町
零
歳
児
医
療
費
助
成
条
例

の
一
部
改
正

今
ま
で
は
、

一
歳
に
達
し
た
日

の
月
の
末
日

ま
で
助
成
し

て
い
た

も
の
を

、

七
年
度
よ
り

三
歳
に
達

し
た
日

の
月
の
末

日
ま
で
、

医
療

費
の

助
成
を
す
る
も
の
で
す

。

4Mnbqα 
cj3/' 4/28働 4/29(お 4/30(副都

愛媛県花き総合指導センター

午前9時~午後5時
(30 日は午後4時30分まで)

場所

時間

重
信
町
税
条
例
の
一
部
改
正

o

阪
神

・
淡
路
大
震
災
の
被
災
者

た

の
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、

そ

ー

の
者
の
有
す
る
資
産
に
つ
い
て
、

-
h

受
け
た
損
失
に

係
る
雑
損
控
除
等

古

の
特
例
の
適
用
を
受
け
ら
れ
る
も

用

の
で
す

。

適・
力

ま
た
、

他
に
重
信
町
犬
取
締
条

法

例
の

一
部
改
正
や
、
火
葬
料
支
給

業

条
例
の

一
部
改
正
、
歴
史
民
俗
資

休

料
館
粂
例
の

一
部
改
正
、
職
員
の

児

育
児
休
業
等に
関
す
る
条
例
の
一

育

部
改
正
な
ど
を
可
決
し
ま
し
た

。

ほ
l

-ロ
h

園
業

a
事

z

のてベす、
勺

カ同
H

同
月

凋
U
T

内容
1 ) 花の種プレゼ ン 卜

2) ポッ ト 苗プレゼ ン 卜(毎 日 先着500 名 ) 問 J
3 ) 花のお絵かき 1λ f 

4) 花と緑の相談 コ ーナー

5) ふ るさ と 市 コ ーナー及びバザー

6) フラワ ーオ ー ク シ ョ ン

7) 園芸ノ〈ザール及び資材展

8) ふれあい動物ラ ン ド及ぴ遊具コ ーナー
{也、新 しい花 ・ 珍 し い花等、 いろいろな展示 ち
し てい ま す。
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国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
証

(
保
険
証
)
が
四
月
一
日
か
ら

新
し

く
な

っ

て
い
ま
す

。

加
入
し
て
い
る
世
帯
へ

は
、

三

月
末
に
郵
便
に
て
お
送
り
し
て
い

ま
す
の
で
、

必
ず
確
認
し
て
下
さ

い
。

有
効
期
限
の
切
れ
た
保
険
証

は
役
場
へ
お
返
し

下
さ
い

。

国
保
制
度
や
保
険
証
に
つ
い
て

の
お
問
い

合
わ
せ
は
、

町
民
課
国

保
係
ま
で

。

新
し
い
保
険
証
は

届
き
ま
し
た
か

国
民
健
康
保
険
の

届
出
に
つ
い
て

病
気
な
ど
で
医
療
機
関
に
お
い

て
治
療
を
受
け
た
と
き

、

医
療
費

の

一
部
(
三
割
ま
た
は

二
割
)を
支

払
う
だ
け
で
よ
い
国
民

健
康
保
険

制
度
は
、
私
た

ち
の
生
活
を
支
え

る
大
切
な

制
度
で
す
。

国
保
の
加
入
や
'
脱退
な
ど
の
届

出

は
、
世
帯
主
が
十
四
日

以
内
に

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

家
族
に
異

動
が
あ
っ
た
と
き
は

、

必
ず
届
け
て
下
さ
い

。

こんなとき 手続きに必要なもの

- 他の市町村から転入してきた 印鑑、他市区町村の
とき 転出証明書

国 -職場の健康保険をやめたとき
印鑑、職場の健康保

イ呆 険をやめた証明書

は -職場の健康保険の被扶養者か 印鑑、被扶養者にな
L 、 ら はずれたとき れない理由の証明書
る
と

-子供が生まれたとき
印鑑、保険証、 母子

き 手帳

-生活保護を受けなくなったと 印鑑、保護廃止決定

き 通知書

- 他の市町村に転出するとき 印鑑、 保険証

国 -職場の健康保険にはいったと 印鑑、国保と職場の
イ呆 き 健康保険の両方の保
を 険証(後者が未交付
や -職場の健康保険の被扶養者に のときは加入したこ
め なったとき とを5正明するもの )
る
と - 国保の被保険者が死亡したと

印鑑、 保険証
き き

-生活保護を受けるようになっ 印鑑、保険証、 保護

fこ とき 開始決定通知書

-退職者医療制度の対象になっ 印鑑、保険証、年金

たとき 支給決定通知書

ニを
-町内で住所が変わったとき

σ〉 -世格主や氏名が変わったとき 印鑑、保険証

-世帯を分けたり、いっ し ょに
他 し た とき

-保険証をなくしたとき(あるい 印鑑、 本人であるー と
を証明するもの(使え

は汚れて使えな く なったとき) なくな っ た保険証)

------- ・------_#_ ---- -- ・-------------・-・- .，.- --- ---- ・+・------- -------------- ・- -司... _-----・--ー ・--- ・
ー

ご
み
問
題
に
つ
い
て

北
条
市
で
研
修
1

重
信
町
女
性
団
体

平
成
七
年
二
月
二
十
三
日
、
女

性
会
議
加
盟
団
体
全
員
八
十
人
が

、

こ
み
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る

北
条
市
へ
研
修
に
行
き
ま

し
た

。
ご
み
問
題
に
対
す
る

北
条
市
婦

人
会
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
話

や
、
清
掃
工
場
を
見
学
し
、
工
場

の
機
能
と
作
業
内
容
に
つ

い
て
の

説
明
を
受
け
ま
し
た

。

...北条市ふるさと館で

研
修
会
に
参
加
し
て

我
が
重
信
町
も
ゴ
ミ
焼
却
炉
が

新
し
い
機
械
に
取
り
替
え
ら
れ
る

と
い
う
し
、
町
民
の
ゴ
ミ
に
対
す

る
関
心
も
高
く
な

っ
て
い
る
の
で

期
待
を
も
っ
て
参
加
し
ま
し
た

。

連
合
婦
人
全
長
さ
ん
の
お
話
で

強
く
心
を
打
た
れ
た
の
は

、

-

捨
て
れ
ば
ゴ
ミ
、
生
か
せ
ば
資

源
と
い
う
考
え
方
を
全
員

全
員
に

徹
底
さ
せ
て
い
る

。

-

ボ
カ
シ
、
廃
油
か
ら

石
鹸
、
牛

礼
パ
ッ
ク
か
ら
ハ
ガ
キ
や
メ

モ
帳

作
り
な
ど
多
く
の

リ
サ
イ

ク
ル
活

動
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る

0

・
行
政
に
働
き
か
け
な
け
れ

ば
な

ら
な
い
こ
と
は
、
実
現

す
る
ま
で

続
け
る

。

等
々
で
し
た
。

実
践
す
れ
ば
生
活
環
境
は
必
ず

良
く
な
る
と
い
う
こ
と

を

実
感
で

き

た
す
ば
ら
し

い
研
修
会
で
し
た
。

す

(
一
会
員
)
て自司Frt
 

週人ヨ市
4
U
F
 

回『，
，

n

斗第+
品po 

a
司
・
・
・

,,,, 
8
a・

n
H
M
 

,,,
I 凋

斗

V清掃工場て'説明を受ける会員



あ
き
ら
め
な
い
で

あ
な
た
の
国
民
年
金

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住

所
の
あ
る
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま

で
の
方
が
必
ず
加
入
し
、
保
険
料

を
納
め
て
六
十
五
歳
か
ら
老
齢
基

礎
年
金
を
す
べ
て
の
人
に
支
給
す

る
制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
六
十
歳
か
ら
六
十
五

歳
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
任
意
加

入
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

加
入
期
間
が
不
足
し
て
い
る
た
め

に
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期

聞
が
な
い
方
や
過
去
に
未
納
期
間

が
あ
り
、
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金

を
受
給
で
き
な
い
方
に
つ
い
て

は
、

加
入
期
間
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す

。

現
在
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
な
い
方
、
保
険
料
を
納
め
て
い

な
い
方
で
六
十
五
歳
ま
で
任
意
加

入
し
て
も
、
受
給
資
格
期
間
を
満

た
す
こ
と
が
で
き
ず
に
あ
き
ら
め

て
い
る
あ
な
た
に
耳
寄
り
な
情
報

7 

が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
任
意
加
入
期
間
が
五

年
間
延
長
さ
れ
、
七
十
歳
ま
で
に

な
っ
た
こ
と
で
す

。

こ
れ
は
、
国
民
年
金
法
の
改
正

に
よ
り
、
基
礎
年
金
の
よ
り
一
層

の
充
実
を
目
指
し
、
よ
り
多
く
の

方
の
年
金
受
給
権
を
確
保
す
る
た

め
に
特
例
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も

の
で
、
こ
の
四
月
か
ら
実
施
さ
れ

ま
し
た

。

但
し
、
こ
の
特
例
が
う
け

ら
れ

る
方
は
、
平
成
七
年
四
月

一
日
現

在
で
四
十
歳
を
超
え
る
方
(
昭
和

三
十
年
四
月

一
日
以
前
生
ま
れ
)

が
対
象
と
な
り
ま
す

。

今

一
度
、
年
金
に
加
入
し
て
い

た
期
間
を
確
か
め
て
み
ま
し
ょ
う

。

老
後
の
安
定
し
た
生
活
、
万

一

の
病
気
・
怪
我
等
に
備
え
る
た
め

に
も
、
国
民
年
金
の
加
入

・

保
険
料

納
付
は
必
要
で
す

。

詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方

は
、

役
場
町
民
課
国
民
年
金
係
ま

で
ご
相
談
下
さ
い
。

国
民
年
金
の
保
険
料

が
変
わ
り
ま
し
た

-
四
月
か
ら
一
万
一
千
七
百
円
に

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
こ
の

四
月
か
ら

一
万
一
千
七
百
円
に
な

り
ま
し
た

。

-
保
険
料
の
前
納
制
度

保
険
料
は
前
納
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す

。

前
納
期
間
に
応
じ
て
保

険
料
が
割
り
引
き
さ
れ
有
利
に
な

る
ば
か
り
で
な
く
、
何
か
と

忙
し

い
方
に
は
、
子
聞
が
省
け
納
め
忘

れ
も
な
く
な
り
ま
す
。

-
保
険
料
の
口
座
振
替

あ
な
た
の
指
定
さ
れ
た
金
融
機

関
か
ら
、
毎
月
、
自
動
的
に
払
い

込
ま
れ
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
も

な
く
便
利
で
す
。

-
納
付
組
織
の
利
用

納
税
組
合
な
ど
地
域
の
納
付
組

織
に
加
入
す
る
と
納
め
忘
れ
が
あ

リ
ま
せ
ん

。

詳
し
く

は
、

役
場

町
民
課
国

民
年
金
係

ま
で
お
問

い
合
わ
せ

下
さ
い
。

毎月納めた場合 前納した場合 割引きされる額

定額保険料
140 ，400円 137 ，010円 3，390円(毎月 1 1，700円)

定額+付加保険料
145 ，200円 141 ，690円 3，510円(毎月 12， 100円)

蕊
也
邑
包
包

手
づ
く
り
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催

一
一月
十
七
日
、
男
女
が
共
に
生

き
生
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り

を
推
進
し
、
女
性
の
資
質
向
上
を

図
る
た
め
、
「
手
つ
く
り
女
性
フ
ォ

ー

ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た

。

晴
天
に
恵
ま
れ
、
後
援
の
女
性

会
議
の
各
団
体
、

一
般
の
人
達
の

百
名
を
越
す
参
加
が
あ
り
ま
し
た
c

基
調
講
演
は
、
県
女
性
局
の
各

野
久
子
局
長
の
「
支
え
合

っ
て
生

き
る

」

で
、
御
自
身
の
経
験
、
生

き
方
を
踏
ま
え
て
、
今
後
、
男
女

共
同
参
画
型
社
会
を
ど

の
よ
う
に

捉
え
、

生
き
て
い
く
べ
き
か
を
話

さ
れ
ま
し
た
。

活
動
発
表
は
、
福
松
、
文
化
、

環
境
の
各
グ
ル
ー
プ
別
に
趣
向
を

凝
ら
し
た
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

環
境
グ
ル
ー
プ
は
、
か
ほ
か
し
こ
を

主
題
と
し
た
寸
劇
を
披
露
し
、
擁

ん
な
拍
手
を
浴
び
ま
し
た

。

女
性
塾
全
員
が
一
丸
と
な

っ

て

取
り
組
み
、
女
性
会
議
の
後
援
を

得
て
、
フ
才
l

ラ
ム
が
盛
大
に
終

了
し
ま
し
た
こ
と
を
、
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。女

性
塾
塾
長

福
積
清
美

グ

女
性
塾
。
塾
生
募
集
一Y

女
性
が
生
き
生
き
と
輝
く

一
限

ま
ち
を
め
ざ
し
て
、
環
境
、

一
刻

文
化
、
福
祉
な
ど
身
近
な
テ

一性

l

マ
を
、
共
に
学
び
、
語
り

、

一能

実
践
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

一盲
ー

今
年
も
新
し
い

仲
間
を
募

一代

集
中
で
す
。

一時

申
し
込
み
先

一
刻

役
場
企
画
商
工
課

一
創

包
六
四
ー

二
O
O

一
間

一て

⑪
五
五
二

一釦

申
し
込
み
締
切
円

一

四
月

三
十
日

入 日 場 講 ー園、

園晦~ 場 午四 IIlT モ 重 Z料 後月 時 民 所 ハ 師
無 一 十 ぷZLZ メ

町ジ料 時 九 官官 、ソ 流力、

視 ーの Z サら 日
~ (7同 聴、 趣 んみら ロ
H寺 寛

床 ザ lーな
よシビ ーさ室 俳さ はん一卜 句ん 。

分 L. 
) 
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問

⑮合
内 E せ
線 六 役
三 四場 申
一 l 椙し
一二 祉 込
O 課 み

三 O 保 先
一一 健
二 (内婦

健
康
づ
く
り

料
理
講
習
会

増
や
そ
う
カ
ル
シ
ウ
ム

防
ご
う
骨
粗
し
よ
う
症

現
代
の
日
本
人
の
食
生
活
の
中

で
、
唯

一
不
足
し
て
い
る
栄
養
素

は
カ
ル
シ
ウ
ム

で
す
。

カ
ル
シ
ウ

ム
は

、

骨
や
歯
を
作
り
、
精
神
の

イ
ラ
イ
ラ
を
お
さ
え
た
り
す
る
と

い
う
役
割
を
も

っ

て
い
ま
す
。

今
以
上
に
、
日
常
の

・中
で
気
を

付
け
て
と
り
た
い
カ
ル
シ
ウ
ム
と
、

そ
の
不
足
に
よ

っ

て
起
こ
っ
て
く

る

「

骨
粗
し
よ
う
症
」

に
つ
い
て

一
緒
に
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か

。

男
女
間
わ
ず
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す

。

お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い

。

申
し
込
み
先

地
区
衛
生
委
員
又
は

保
健
婦
ま
で

月 日 士暴 所 時間 準備物 内 官円相 担当

5 月 15 日 (月) 山 之内井口公民館 1. 骨粗しょう症につL 、ての理解

6 月 14 日 (水) 北野台団地公民館 エフ。 ロ ン ①原因、症状、治療と予防

9 月 6 日 (水) 北 野田公民館 タツノfー
②運動のすすめ

10月 4 日 (水) 牛 i刻団地第2集全所
午前10時~ タオ/レ

2 . カルシウム強化のため
栄養士

の作戦

11 月 9 日 (木) 樋口公民館
12時30分 筆記用具

①カル シ ウムの多く含ま
保健婦

運動のできる
平成8年 2 月 7 日 (7jc) 八反 地 公民館 服装

れて い る食品 ・調理法

②カル シ ウム強化献立
3 月 6 日 (水) 上村公民館 (調理と試食)

品砧

づ』

級

親

母
親
と
な
る

喜
び
ゃ
不
安
を

話
し
合
い
、
妊
娠

・

出
産
・

育
児

に
関
し
て
勉
強
し
ま
し
ょ
う

。

一
人
で
あ
れ
こ
れ
思
う
よ
り

も
、

み
ん
な
で
話
し
合

っ
て
み

ま
せ
ん
か

。

-
対
象

妊
婦

・
料
金

無
料

-
場
所
町

民
会
館

・
時
間

午
後

一
時
三
十
分
1

三
時

・
申
し
込
み
方
法

五
月
八
日

ま
で
に
お
申
し
込
み
下
さ
い

。

回数 月 日 内 廿4宅司

-講義・実技
5 月 9 日 伏) -妊娠の生理

-呼吸法

-講義
2 5 月 15 日 l月) -お産の準備用品

-子ども服 ・ 育児用品の選び方

-実技・講義
3 5 月 22 日 (月) -沫浴

-乳房の手当

-座談会(先輩お母さんとい っ しょに )
4 5 月 29 日 (月) -ぉ産、育児の体験談

-赤ち ゃんのだき方、 あやし方

町
時

「おとしより 」 とその家族を対象に、 心 と身体の健
康相談を行 っ ています。
家庭で困っていること、自分のことで悩んで・ い
ること、痴呆に関することなどいろいろな相談に
応じます。 お気軽にご利用下さい。
対象 |町内在住の老人及びその家族
時間 午後2時一4時 場所 役場保健婦室
担当者 医師、保健婦 料金 無料
内 容 個別で相談に応じ、必要な指導及び助言

を行います0
・ 予約制です。事前の申し込みが必要です。

fi64-4170 
平成 7 年 4 月 10 日 (月) ・ 24 日 (月)

5 月 15 日 (月) ・ 29 日 (月 1
6 月 5 日 (月) ・ 19 日 (月)
7 月 10 日 (月) ・ 24 日 (月)
8 月 7 日 (月) ・ 28 日 (月)
9 月 4 日 (月1 ・ 18 日 (月)
10 月 2 日 (月) ・ 16 日 (月 )
11 月 6 日 (月) ・ 20 日 (月 )
12 月 4 日 (月 ) ・ 18 日 l月)

平成 8年 1 月 8 日 (月) ・ 29 日 (月)
2 月 5 日 (月) ・ 19 日 (月 1
3 月 4 日 (月) ・ 18 日 (月 )

病気や老化などで日常生活に支障をきたしてい

る方に対し、 1 ) ハピリ教室を行 っ ています。

対象町内在住の方

時間 午後1時30分一3時30分

場所町民会館

担当者 医師、理学療法士、作業療法士、保健婦

料金 無料

・事前にお申し込み下さい。

日程表

日程表

樹
樹
胤
即
働
出
町
山町副
官
樹
掛
一
樹
働
樹

ロ
H
同
H
ロ
H
ロ
H
口
H
ロ
H
ロ
H
ロ
H
ロ
H
一同
H
日
H
ロ
H

n
o
q
u
q
u
a
u
マ
F
D

内
4
n
u
a
u

守
T
D
-P
D
q
J
η
t

q
J
ι
‘
E

・
内
，
ι
・
1

・
内
J
'町
内
J
色
町
'
'
』
内
，ι
・
，
.

一
円
J
&
内
，ι
内
'
'
h

明
伺
滑
川
畑
伺
侶
伺
伺
伺

一細
川
明
伺

同
H
ロ
H
口
同
口
同
ロ
H
ロ
H
ロ
H
口
同
口
同一ロ
H
ロ
H
ロ
H

m
8
5
3
7
4
2

日
4

一8
5
4

同
月
日
月
同
月
同
月
同
月
同
月
間n
同
月
同
月

一同
月
同
月
間
月

4
5
6
7
8
9
m
n

ロ
一1
2
3

年
年7

8

 

成
成
乎
平



9 

em 
姐設

平成7年度のがん検診・基本健康診査を、下記の日程で実施します。

申し込み方法

l. 各組回覧にて申し込み受付。組に入っていない方は、 地区衛生委員もしくは、保

健婦まで直接申し込んで下さい。

2 申し込みをされた方には、検診前に健康調査票等を送付しますので、ご記入の上、

当日ご持参下さい。

3. 大腸がん検診には、使の中 に血が混じっているか否かを検査します。申し込みを

された方には、事前に検査セットを送付 しますので、説明書に従って使を採取し 、

胃 がん検診会場までご持参下さい。

①子宮けいがん検診・乳がん検診 ②胃がん検診・大腸がん検診 ③肺がん検診

月 日 場 所 月 日 場 所 月 日 準備

6月 1 日・2 日・ 7 日ー7 月 17 日・ 18 日 町 民 4z』z 館 8月 8 日 .9 日 上林公民館 6月 19 日 ~21 日 結核検診

6月 12 日・ 7月 5 日 南吉井小学校体育館 9月 14 日 6月 26 日 ~30 日 と同時に

6月 13 日・ 7月 21 日 北吉井小学校体育館 9月 18 日 ~22 日 7 月 3 日 ~5 日 実施致し
町民会館

6月 20 日 上林公民館 9月 12 日 ます。

6月 21 日 下林集会所 11 月 14 日 ~16 日 -対象 40歳以上の住民

※事前の申し込みは必要あ
11 月 15 日 町 民 4z>z• 館 -対 象 40歳以上の住民

りません。

-対 象 30歳以上の女性 -受付時間 午前7時30分一 対象者には、個人通知書を

-受付時間 午後l時一2時 9時30分 配布します。

-料 金 子宮けいがん検診 400円 ※ 11 月 午前8時40分 - 1 0時 個人通知 l警のない方は直接

検診会場へお越し下さい。

手しがん検診 無料 -料 金 胃がん検診 500円
-場所、受付時間

月日

7月 4 日

7 月 11 日

7 月 19 日

場所 | 地区割

南吉井小学校体育館 |牛洲
下林集会所 | 下林 ・上村
北吉井小学校体育館 I iJJ 之内 ・ 西岡 ・樋口

|機河原 ・ 志津川

大腸がん検診 300円 個人通知事ま たは、広報し

げのぶ5月号をご覧下さい。

-料金 無料

r ft ご利用ください宮、

; 
町民会館 l

I ~t野台団地 ・ヰ潟団地・ 播磨台団地 ・上樋 1 64・4唱70
南野田公民館 |南野田・北野田・新村

上林公民館 |上林
| 奈良 ・ 八反地・田窪団地

町民会館 ト三云
1羽窪

9月 28 日 | 町民会館 |上記未受診者
象 40歳以L-.の住民

・ 受付 l時間 午前911寺 -1 11昨30分 ・ 午後 11時一3時
※事前の申し込みは不要。当日、健診会場へお越し下さい。

者11合のよい場所で受診して下さ L 、。

・ 健康診査内容
(全員)問診、身体計iI!lI 、血泌検査、検以、 IflL/王 iWI定、診察

貧血検1ft、総コレステロール、 HDLコレステロール、
中性脂肪、以西空、肝機能検任、行機能検Tft

生活 ・栄養指導

(必要な JJのみ)血糠検査、 心電問、 |恨底検査

(保健婦直通電話)

健康相談 ・ お問い合せ

等にご利用下さい。

保健婦が不在時は、留

守番電話 にな っ ていま

す。 相談内容等入れてお

けば、 後で折り返しお電

話します。
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まり予防接種法がかわ した
予防接種 対 象 者 後 種 方 j去

ニ種混合第1期
0町内の指定医療機関で個別に'xける方法です。

個 (記:)初回3 生後3 ヵ月 ~90 ヵ月未満 0予防接種の予診票及び依頼書に必要事項を記入 し、 医療
!ilIJ 機関に提出して下さい。追加

0 時期 年間 を通して接種できます二(事前に医療機関に予約)接
麻しん(はしか) 生後 12 ヵ月 ~90 ヵ月未満

0持参品:母子手帳、予防接種手帳(予診察及び依頼書) 、体種
生後 12 ヵ月~未就学児(平成冗年4月 2 日生以降)風しん
※必ず、麻しん予防接種後に接種すること。

ポリオ ①① 生後3 ヵ月 ~90 ヵ月未満
0指定した会場(町民会館・学校等)で受ける方法です。

日本脳炎第1 期 0 受付時間は、 14:00-14 : 30です。 (U寺問厳守)
初回① 初回・3歳児

0予防接種の予診票に必要事項を記入し、受付に提出して② 追加 ・ 4歳児
下さい。集 般 追加

(予防桜種子中長のない方は、会場内に準備しています。)BCG 生後3 ヵ月 ~4歳未満 ツベルクリン反応検査陰性者
0 時期 「健康カレンター」・「広報しげのぶ」等でお知らせ団

風しん
小学1年生・小学2年生の生後90 ヵ月未満

します。中学2年生
他l人通知はしません。接 A守~一L 日本脳炎第2期 小学4年生

0持参品・母子手帳、予防接種手帳(予診票)、印鑑、体温計。
第3湖 中学2年生

0学校で受ける予防接種は学校から配られる説明書をよく種
三種混合第2期 読み十分ご理解のうえ、申し込んで下さい。

校 (ジフテリア・破傷風)
小学6年生

BCG 
小学1年生

中学1年生 ツベルクリン反応検査陰性者

予
防
接
種
の
注
意
事
項

①
重
信
町
に
住
民
票
の
な
い
方
は

予

防
接
種
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

②
平
成
三
年
四
月
二
日
生

1

平
成
七

年
三
月
三
十
日
生
の
方
に
は
予
防
接

種
手
帳
を
送
付
し
ま
す
(
五
月
上
旬

予
定
)
。
平
成
七
年
四
月

一
日
生
以
降

の
方
は
、
出
生
届
時
、
福
祉
課
に
て

発
行
し
ま
す
。

③
四
才
以
上
、
該
当
年
令
内

の
子
ど

も
さ
ん
で
、
予
防
接
種
が
ま
だ
済
ん

で
い
な
い
方
は
、
事
前
に
予
診
票
及

び
依
頼
書
を
福
祉
課
又
は
保
健
婦
室

に
取
り
に
来
て
下
さ
い

。

④
平
成
元
年
四
月
二
日
生
i

平
成
七

年
三
月

三
十
日

生
の
方
に
は
、
予
防

接
種
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
を
送
付
し
ま
す

。

(
五
月
上
旬
予
定
)

⑤
子
ど
も
さ
ん
が
受
け
る
予
防
接
種

に
つ
い
て
、
予
防
接
種
ガ
イ
ト
ブ
ッ

ク
、

予
防
接
種
手
帳
を
よ
く
読
み
、
十
分
ご

理
解
の
う
え
、
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

⑥
病
気
な
ど
で
、
主
治
医
を
お
も
ち

の
方
は
事
前
に
相
談
し
、
指
示
を
受

け
て
下
さ
い
。

⑦
予
診
察
は
正
確
に
記
入
し
、
体
混

に
つ
い
て
は
医
療
機
関
内
及
ぴ
接
種

会
場
内
で
測
定
し
、
記
入
し
ま
す

。

③
料
金
は
す
べ
て
無
料
で
す

。

※

予
防
接
種
改
正
に
つ
い
て
の
く
わ

し
い
内
容
は

「

広
報
し
げ
の
ぷ
」
三

月

号
を
ご
覧
下
さ
い

。

※
予
防
被
種
に
つ
い
て
の
ご
不
明
な

点
は
、

福
祉
課
保
健
婦

ま
で
お
問
い

合
わ
せ
ト
さ
い

。

個別接種指定医療機関
医療機関名 所在地 接種医師名 電話

酉野医院 横河原口01 - 1 西野公i且 64-2152 

西村医院 志津川999-6 西村光雄 64-2461 

藤石病院 志津川 1 843 - 1 藤石慎二 64-1234 

辻井循環器科
田窪2030 辻井武!資 64-0013 

内科

八木耳a咽喉科
牛 1抑Jl 156 - 1 八木拓 64-5400 

皮膚科医院

西野内科
牛i拘1Jl 073 西聖子 仁 64-2200 

クリニック

;:,<- ft予防接種ホットライン8 勺
予防接種に関する事なら何でも ; 

045・671・1858 t 
月 ~金曜日 4 

O~ 12 : 00 ， 13 : 00~ 16:00 t 
七十

ポ オ 日 本脳炎

病
別手~ '\.IJ、児7 ヒ。といい、ポリオ ウィルスが蚊に よ って媒介され、

気 ウィルスに感染する と 100 人 Itl 5 7- 10 日 の i替伏期間の後、高熱、 ~R
-6人はかぜの様な症状、発熱、 頭 痛、日|重 I吐、意識|匂:害、 けいれんな

つ
L 、 箱、幅11土があ ら われ、まれに運動 ど の急性脳炎の症状をおこ し ま
て マヒがおこリます。 す。

予 経口 flli 閉 します。 弱訪二化された安 日本脳炎ウ ィ ルスを精製し不活化し
接防 全なワクチンですがまれに麻f車を たワクチンです。 2 日以内に37 5'C 以

種EとU おこす こ とがあります。 (100万人 上の発熱(100人中 l 人以下)、注射局所

に l 人程l支) の発赤、 腫張(1 00人中 1-3人)、発しん
反

日:痛も ま れにみ られます。5芯

1 回目 H6年7月~H7年 1 月生れの児 第 1 期初回接種(1~4週間隔で2
対 2回目 H6年2月~H6年6月生れの児 回 )3歳児

象 及び90ヵ月未満の未接種児 追加接種(初回接種終了

者 およそ 1年後に 1 回 )4歳児

及ひt90ヵ月未満の禾接種児

日 5月 17 日 (水) 5 月 30 日 伏)、 6 月 22 日休)
程 6月 9 日 (金)、 6 月 29 日 (木)

備 下111J ・ 幅吐をしている と できません

考 毎年5月と 10月に実施

そ 場所町民会館
σ〉 受付H寺間 :1 4 : 00-14:30
他 後種方法については、上表を参考にして下さい 。

ポリオ・日本脳炎予防接種について



平
成
七
年
重
信
町
・

川
内
町
消

防
出
初
式
が

三
月
五
日
重
信
中
学

校
グ
ラ
ン
ド
で
、
両
町
消
防
団
員

な

ど
約
七
百
名
が
参
加
し
て
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

北
吉
井
幼
稚
園
幼
年
消
防
ク
ラ

フ

の
防
火
演
技
、
消
防

団
員
に
よ

る

ポ
ン

プ
操
法
、
続
い
て
、
南

吉

井
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ

る
消
化
訓
練
等
を
行
い
、
日
頃

の

訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た

。

ま
た

、

消
防
団

員
の
表
彰
が
あ

り

、
次
の
方
が
受
賞
さ
れ

ま
し

た
。

11 

被
表
彰
者
名
簿

敬
称
略

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

(
功
績
章
)

藤
岡

(
精績
章
)

藤
田

恒

愛
媛
県
知
事
表
彰

高
須
賀

八ム

山
口

演

伊

賀
夫

卓，L、

義 宗

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

(
功
績
章
)

松
田

宣

武

岡
本

書
摩
雄

(
勤
続
章
)

和
田
邦
雄

伊
藤
高
淑

武
智
加
長

高
橋
良

Aポンプ操j去を実演

花
山
順

一

井
戸

平

朝
比
奈
英
二

高
須
賀
祐

二

中
央
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

戒
能
孝
樹
林
譲

二

花
山
良
博
臼
潟
立
起

高
須
賀
健
二
牧
秀

宣

森

章
三

青
野
幸

一

永
野
昌

二

平成7年度消防団役員名簿
(平成7年4月 1 日現在)

ー._ ' .:- '~ .:- :1 .: ..:胃 4 ・ ..... ~. -

企「火のよーじん」

重
信
町
長
表
彰

越
智
雄

二

和
田
武

大
西
匡
宏

大
西
博
美

高
須
賀
誠
治

上
岡
浩

二

柏
原

雅
樹

八
塚
俊
明

山
内
裕

一

丹
生
谷
拓
男

青
井
秀
教

曽
我
部
友
市

和
田
清
嵩

森
省

三

水
田
哲
彦

浅
倉
光
浩

渡
部
泰

永
田

豊
実

西
方

貢

山
内
浩

野
中
昭

夫

V南吉井小少年消防クラブによる消防訓練

f生 職 氏 名 住 所

団 長 i宰 ) 11 義明 上村甲891

員 IJ 団長 藤岡 卓 樋口 746- 1

分団 長 石丸 臣 ー 上村甲209
1/ 藤田恒心 樋口 298
1/ 高須賀 ~ 田窪1201 -2

第 1分団

分団長 i度部 H自 信 横河原519- ]

第日11 品 IJ分団長 LlI 内英彦 山之内27-3

第2部 " 恒岡 光行 樋口 1175

第3部 " 岩川孝男 志津川735-6

第4部 " 岡本 書摩雄 西岡797

第5音fí " 伊賀義夫 横河原1330

第6部 " 藤岡 貰 志津川 1593- 1

第2分団

分団長 山 口 ヲ主 I黄 牛洲236

第 I部 品IJ分団長 池川義晴 見奈良1016

第2部 " 泉 岡 手車、 田窪564

第3部 " 井門孝徳 牛洲665

第4部 " 束村賢 二 南野田230- 2

第5部 11 手公 団 宣 武 北野田666

第6部 1/ 岡 田 武範 北野田319

第7部 11 大北正明 牛測1502

第3分団

分団長 永井雅敏 下林甲1634

第 l部 品IJ分団長 高須賀 寄 上林甲3256

第2部 11 LLJ EEヨヨ 文 下林甲2058- 1

第3部 11 白 石誠也 上村甲911 -2



12 

民
謡
は
日
本
人
の
心
の
ふ
る
さ
と

。

北
か
ら
南
へ
唄
で
旅
を
し
ま
せ
ん

.
刀

町
民
会
館
教

室
が
五
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

毎
月
第

一
・

第
三
火
曜
円

午
後
七
時
三
十
分
i

午
後
九
時
三
十
分

毎
月
第

一
・

第
三
土
曜
円

午
後
一
時

三
十
分
1

午
後
三
時
三
卜
分

千
五
百
円

平
岡
文

一

宮
六
回
l

O
三
九
O

月
会
費

申
込
先

絵
画
教
室
ロ
ビ
l

展

日
時

四
月
二
十
六
日
附
l

五
月
十
日
附

午
前
九
時
1

午
後
九
時

場
所

町
民
会
館

一
階
ロ

ビ
ー

主
催

絵
画
教
室

後
援

重
信
町
文
化
協
会

町
民
会
館
で
、
毎
週
練
習
を
し

て
お
り
ま
す

。

ま
ず

一
度
筆
を
取

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先

油
絵

戸
田
品
子

宮
六
四
|

一
二
八O
五

水
彩
画
和
田
嘉
正

宮
六
四
|

二
七
四
八

日
本
の
さ
く
ら
そ
う
と

春
の
山
草
展

日
時

四
月

二
十
二
日
出

二
十
三
日
間

午
前
九
時
l

午
後
六
時

(二
十
三
日
は
午
後
四
時

ま
で
)

町
民
会
館

一
階
ロ
ビ
ー

皿
ヶ
嶺
山
草
全

重
信
町
文
化
協
全

後主会
援催場

お

や
こ

劇

場

パ
ペ
ッ
ト
・
ボ
ン
ボ
ン
シ
ョ
ー

か
ら
く
り
時
計
か
ら
人
形
た
ち

が
姿
を
あ
ら
わ
し
ま
す

。

命
を
も

っ
た
人
形
た
ち
が
く
り
ひ
ろ
げ
る

砂
ち
ょ
っ
と

変
わ
っ

た
人
形
劇
。

。

日
時

五
月
十
三
日
出

午
後
三
時
1

場
所

町
民
会
館
大
ホ
ー
ル

参
加
費

全
員
制

主
催

重
信
お
や

こ
劇
場

後
援

重
信
町
教
育
委
員
会

重
信
町
文
化
協
会

連
絡
先事

務
所

山
岡

寺
田

六
凹
|

七

一
八
八

六
四
|

六
凹
|

一
六
凹
三

j

叙
情
巴
満
ち
た

重
松
さ
ん
の
ビ
ア
/
の
音
色

i

重
信
町
で
は

初
め
て
の
本
格
的

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
。
ス
テ
ー
ジ

に
は
反
響
板
が
設
置
さ
れ
ピ
ア
ノ

も
コ
ン
サ
ー
ト
用

。
音
を
追
求
す

る
と
い
う
演
奏
家
の
こ
だ
わ
り
に

対
す
る
ゆ
き
届
い
た
気
配
り
が
感

じ

ら

れ
ま
し
た
。

プ
ロ

グ
ラ
ム
前
半
は
親
し
み
易

い
曲
が
多
く
、
ソ
ナ
チ
ネ
が
始
ま

る
と
横
に
座
っ
て
い
た
子
供
も

「
弾
い
た
こ
と
が
あ
る
。

L
と
、
大

変
興
味
深
そ
う
に
目
を
班
か
せ
て

聞
い
て
い
ま
し
た

。

ス
ケ
ー
ル
の

軽
や
か
さ

、
柔
か
く
涼
み

の
あ
る

P

弱
音
の
音

な
ど
心

地
良
い
響
き

を
楽
し
め
ま
し
た

。

後
半
の
シ

ユ

|
マ

ン
は
圧
巻
。
三
十
分
間
緊
張

感
を
失
わ
ず
、
ロ
マ
ン
派
の
叙
情

を
満
喫
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

。

終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲

気
の
中

で
ピ
ア
ノ
の
音
に
浸
る
こ
と
が
で

き
本
当
に
素
晴
ら
し
い
コ
ン
サ
ー

ト
で
し
た

。

企
画
、
運
営
を
し
て

下
さ
っ

た
文
化
協
会
の
皆
様
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。

こ
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
機
に
、
ま

た
様
々

な
分
野
で
の
演
奏
会
が
開
催
さ
れ

る
こ
と
を
願

っ

て
い
ま
す

。

(三
十
代
・
女
性
)

相
支
践
を
た
た
き
た
ω
人

事
象

毎
週
一
回

(
曜
日
は
未
定
)

時
間

午
後
八
時
1

九
時
三
十
分

場
所
町

民
会
館

募
集
人
員

二
十
名

(
年
齢
制
限
な
し

)

練
習
日

連
絡
先重

信
町
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課

渡
部

・

橋
本

包
六
四
ー

一
五
O
O
刊

@
e
@
@
e
 

日
時

毎
週
水
曜
日

午
後

一
時
i

五
時

図
書
館
3
F

電
話
六
四

|

三
四
三
七

場
所



吟
剣
詩
舞
道
同
好
会

吟
詠
が
人
生
の
友
と
い
わ
れ
る

所
以
は

、

誰
で
も
気
軽
に
親
し
め

る
大
衆
性
と
、
今
で
は
音
楽
的
に

も
進
歩
向
上
し
て
、
現
代
を
生
き

る
我
々
に
と

っ
て
も

恰
好
の
清
涼

剤
で
あ
る
か
ら
で
す

。

吟
詠
の
素
材
と
な
る
詩
歌
は
、

自
然
の
摂
理
や
人
生

の
真
理
を
歌

っ

た
も
の
が
多
く
、
そ
の
中
に
法

み
出
る

人
生
に
対
す
る
考
え
や
信

念
に
触
れ
、
吟

一部
に
親
し
む
こ
と

に
よ

っ
て
一
日

一
日
の
生
活
に
潤

い
と
安
ら
ぎ

を
覚
え

、
何
事
に
も

積
極
的
に
前
進
す
る
勇
気
を
与
え

て
く
れ
ま
す

。

今
、
重
信
町
で
も

吟
剣
詩
舞
道
同
好
全
に
お
い
て
百

五
十
名
に
及
ぶ
全
員
が
老
若
男
女

の
別
な
く

、
こ
の
道
に
親
し
ん
で

い
ま
す

。

各
流
派
で
は
地
区
ご
と
に
支
部

を
設
け
、
い
つ
で
も
初
歩
か
ら
の

適
切
な
指
導
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

心
豊
か
な
日
常
を
送
る
た
め
に

も

、
芸
術
的
に
価
値
の
高
い
と
い

わ
れ
る
吟
詠
の
道
の
研
鎖
を
積
ん

で
み
ま
せ
ん
か

。

連
絡
先
大
西
忠
良

宮
六
四
|

八
六
七
四

13 

町
内
に
新
し
く
住
居
を
構
え
ら

れ
た
方
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
|
|

自
分
の
住
ん
で
る
地
名

の
由
来
ぐ

ら
い

は
知
り
た
い
の
で
す
が
:
・
と
。

史
談
会
は
、
こ

う
し
た
人
々
の

集
ま
り
。

定
例
会
は
二
ヶ

月
に

一

因
。

町
教
育
委
員
会
と
共
催
で
郷

土
史
特
別
講

座
や
史
跡
文

化
財
見

学
等
も

実
施
し
て
い
ま
す

。

見
学

は
パ
ス
利
用

。

東
予
南
予
等
県
内

全
域
に
わ
た
り
、
参
加

者
か
ら
喜

ば
れ
て
い
ま
す

。

現
在
は
、
単
な

る
懐
古
趣
味
の
み
に
止
ま
ら
ず
、

発
展
的
な
温
故
知
新
の
活
動
を
続

け
て
い
ま
す

。

行
事
に
は
、
全

員
外
の
方
の
参

加
も
歓
迎
し
て
い
ま
す

。

一
度
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か

。

連
絡
先
和
田

章

包
六
四
ー

五
七
二
六

親
と
子
の
よ
い
映
画
を
み
る
会

去
る
二
月
十
八
日
、
町
民
会
館

に
お
い
て
、
午
前
と
午
後

の
二
回

「
さ
く
ら

」

と
い
う
映
画
を
上
映

し
ま
し
た

。

太
平
洋
と
日
本
海
を
桜
で
つ
な

ご
う
と

二
千
余
の
桜
を
黙
々
と
植

え
続
け
た
男

。

人
を

喜
ば
せ
る
こ

と
を
人
生
の
目
標
と
し
、
桜
の
ト

ン
ネ
ル
で
人
の
心
を
つ
な
ご
う
と

し
た
男
の
生
き
様
を
描
い
た
作
品

で
し
た
。

以
下
、
鑑
賞
し
終
わ

っ

た
方
々

の
感
想
で
す

。

「
さ
く
ら

』

上
映
会
を
終
え
て

・
桜
の
生
命
力
と

、
一
人
の
男
性
の

生
命
あ
る
限
り

の
生
き
さ
ま
に

感
動
し
ま
し
た

。

(
刊
才
女
性
)

・

ち
ょ

う
ど

主
人
公
に
近
い
年
令

に
な

っ
た
の
で
、
何
か
し
ん
み

り
し
て
し
ま
い
ま
し
た

。

た
だ

、

も
う
ち
ょ
っ
と
家
族
と
自
分
を

大
切
に
し
て
あ
げ
れ
ば
よ
か

っ

た
か
な
と
思
い
ま
し
た

。

(
刊
才

男
性
)

・

一保
々
の
感
動
で
し
た
。

(
臼
才
女
性
)

.

松
山
か
ら
夫
婦
で
わ
ざ
わ
ざ
見

に
き
た

価
値
が
あ
り
ま
し
た

。

(
九
才
男
性
)

・

こ
の
人
が
や

っ

た
こ
と
は

、
大

き
な
ゆ
め
が
あ

っ
て
い
い

な
。

(
叩
才
女
子
)

・

今
の
世
に
あ
の
ひ
た
む
き
な
姿

勢
が
求
め
ら

れ
て
い
る

の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

(
日
才
男
性
)

|
|

い
ろ
い
ろ
な
年
代
の
方
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
見
方
で
楽
し
ん
で
項

く
こ
と
が
で
き
ま
し
て
、
私
た
ち

も
う
れ
し
さ
で

一
杯
で
す

。

あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

志
津
川

佐
藤
瑞
子
(重
信
町
親

と

子
の

よ
い
映
画
を
み
る
全
)

親
子
無
料
映
画
会

『

す
て
き
坂
』
上
映

『
す
て
き
収

』
神
戸
を
舞
台
と
し

た
親
子
の
物
語
で
す

。

あ
の
美
し

か
っ

た
神
戸
を
思
い
出
し
て
下
さ

い
。

(
他
短
編
一
本
)

日
時
四

月

二
十
二
日
出

①
一
O
時
1

一
一
時
半

②
一
四
時
1

一
五
時
半

町
民
会
館
大
ホ
|

ル

無
料

親
と
子
の
良
い
映
画
を

み
る
会

重
信
町
教
育
委
員
会

重
信
町
文
化
協
会

主会場
催費所

後
援

き
た
れ
f

剣
道
部
責

小
学
生
剣
道
部
員
の
募
集
を
行

い
ま
す

。

申
込
日
時
等
に
つ
い
て

は
左
記
の
通
り
で
す
。
な
お
、
各

小
学
校
に
募
集
要
項
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
覧
下
さ
い

。

北
吉
井
剣
道
部

(北
吉
井
小
学
校
区
)

.
申
込
日
時

平
成
七
年
四
月

二
十
四
日
間

十
八
時
i

十
九
時

日
干珂
好
川

E

T
r
'
F
一
r
r
'

北
吉
井
小
学
校
体
育
館

(
こ
の
日
以
外
で
も
受
付
可
)

.

練
習
日

毎
週
水

・

金
曜
日

十
七
時
三
十
分
1

十
八
時

南
吉
井
剣
道
部

(
南吉
井
・

拝
志

・

」
林
各
小
学
校
区
)

・

申
込
日
時

平
成
七
年
四
月
二
十

二
日

出

十
七
時
三
十
分1
十
八
時
三
十
分

.

場
所

重
信
町
農
林
業
者
ト
レ
ー

ニ
ン

グ
セ
ン
タ

ー

(
こ
の
日
以
外
で
も
受
付
可
)

.

練
習
日

毎
週
火

・

木
曜
日

十
七
時
三
十
分
i

十
八
時

問
い
合
わ
せ
先

笹
岡
宮
蔵

官
六
四
l

二
八
四
三
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「
重
信
町
人
権
を
語
る
集
い
」
か
ら

④

金
色
の
ラ
イ
オ
ン

県
立
東
温
高
等
学
校
一
年

高
橋
峰
子

現
実
に
は
、
様
々
な
差
別
や
い

じ
め
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
被
害

者
の
中
に
、
差
別
や
い
じ
め
を
苦

に
自
殺
し
て
し
ま

っ

た
人
も
い
ま

す
。

二
年
ほ
ど
前
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
、
小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
で
新
聞
の

片
隅
に
、
最
後
に
は
マ
ッ
ト
に
ま

か
れ
て
死
ん
で
し
ま
う
と
い
う
、

い
じ
め
に
あ

っ

た
稔
と
い
う
少
年

の
話
が
連
載
さ
れ
て
い
た
時
期
が

あ
り
ま
し
た

。

そ
の
少
し
前
に
、

本
当
に
マ
ッ
ト
に
ま
か
れ
て
、

一

人
の
男
の
子
が
死
亡
す
る
と
い
う

ニ
ュ
ー

ス
が
あ
っ

た
の
で
、
そ
の

話
は
実
話
を
も
と
に
書
か
れ
た
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は

読
ん
で
い
る
自
分
の
方
も
苦
し
く

て
た
ま
ら
な
い
ほ
ど
で
し
た
。

理
由
も
な
く
暴
行
を
受
け
る
稔
。

何
日
も
何
日
も
暴
行
を
続
け
る
生

徒
た
ち
。
こ
の

人
た
ち
に
は
、
稔

の
痛
み
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
私
は
き
っ
と
分
か
ら

な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
分
か

ろ
う
と
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

「
己
の
欲
せ
ざ
る
と
こ

ろ
、
人
に
施
す
-
}
と
な
か
れ
」
と

い
う
教
、
え
の
よ
う
に
、
自
分
を
稔

の
立
場
に
置
き
換
え
て
考
え
て
い

た
ら
、
こ
う
い
う
結
末
は
、
あ
り

え
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
と
も
、
分
か
っ
て
暴
行
を

東j星高校1"'手

高橋峰子さん

続
け
た
の
で
し
ょ
う
か

。

し
か
し

な
が
ら
稔
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
の

で
す
。

悲
し
み
ゃ
言
い
つ
く
せ
な

い
苦
し
み
を
抱
い
て

。

人
の
命
は

か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
す

。

私
も
中
学
生
の
こ
ろ
、
い
じ
め

の
加
害
者
の
一
人
に
な
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す

。
暴
行
な
ど
は

加
え

な
か
っ
た
け
れ
ど
、
い
つ
も
故
意

に
み
ん
な
で
、
あ
る
子
を
無
視
し

た
の
で
す
。
理
由
は

。
嫌
い
だ
か

ら
々

と
漠
然
と
し
て
い
ま
し
た

。

全
く
く
だ
ら
な
い
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し

、

そ

の
時
の
私
に
と
っ
て
、
た
だ
そ
れ

だ
け
の
理
由
で
そ
の
子
を
無
視
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
J
聴
い

だ
か
ら
嫌
い
。

仕
方
の
な
い
こ
と

だ
。
と
ひ
ら
き
な
お
っ
て
い
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん

。
自
分
に
対
す

る
い
い
わ
け
だ

っ

た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん

。

そ
れ
で
も
私
は
、
初
め

か
ら
傷
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
た
こ
と
は
確
か
で
す

。

私
は

そ
の
子
が
傷
つ
く
こ
と
を
分
か
っ

て
い
て
無
視
し
た
の
で
す
。
今
で

は
最
低
の
行
為
だ
っ

た
と
反
省
し

て
い
ま
す
。

他
人
の
痛
み
を
分
か

っ
て
い
な

が
ら
、
な
お
他
人
を
傷
つ
け
る

。

他
人
の
苦
し
み

に
よ
っ
て
、
自
分

の
苦
し
み
を
癒
す

。

単
な
る
う
さ

ば
ら
し
ゃ
自
己
満
足
に
つ
な
が
る

の
で
し
ょ
う
か
。
ど
ち
ら
に
し
て

も
、
人
を
差
別
し
た
り
、
い
じ
め

た
り
す
る
人
は
、
本
当
は
自
分
の

首
を
締
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
時
は
気
付
い
て
い
な
い
の
か

も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
後
に
な
っ

て
、
だ
ん
だ
ん
苦
し
く
な
っ
て
く

る
ん
だ
と
私
自
身
の
体
験
か
ら
痛

切
に
そ
う
思
い
ま
す

。

。
金
色
の
ラ
イ
オ
ン
。
と
い
う
話

に

「
誰
か
が
誰
か
に
親
切
を
贈
る

と
、
そ
の
人
が
ま
た
誰
か
に
親
切

を
贈
る
よ
。

そ
う
し
て
地
球
は
親

切
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
。

そ
れ
が

一
番
素
敵
な
ニ
と
さ
」

と
い
う
金

色
の
ラ
イ
オ
ン
の

言
葉
が
あ
り
ま

す
。
な

ん
だ
か
胸
い
っ
ぱ
い
に
な

る
感
動
的
な
言
葉
で
す
。
世
の
中

が
そ
う
な
れ
ば
す
ご
く
素
敵
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
の
世
界
に
は
、
数

え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
人
々
が

、
差

別
や
い
じ
め
に
あ

っ
て
い
ま
す

0

0

地
球
が
親
切
で
い
っ
ぱ
い
に
な

る

1
H品
ん
て
夢
の
よ
う
な
話
で
す

。

が
、
何
も
し
な
い
で
不
可
能
だ
と

思
う
よ
り
、
金
色
の
ラ
イ
オ
ン
の

言
葉
を
信
じ
て
、
最
初
の

一
歩
を

踏
み
出
し
た
い
と
思
い
ま
す

。

差
別
や
い
じ
め
を
な
く
さ
な
く

て
は
と
、
か
た
肘
張
っ
て
考
え
る

ん
じ
ゃ
な
く
て
、

一
人
ひ
と
り
が

自
分
の
周
囲
の
人
に
小
さ
な
親
切

を
贈
る
、
そ
う
い
う
気
持
ち
を
大

切
に
し
て
、
な
お
、
い
つ
で
も
誰

に
で
も
親
切
に
で
き
る
人
に
、

一

歩
一
歩
近
づ
く
よ
う

、

精
進
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

。

士
ゆ
寄

付

篤
重
信
町

社
会
福
祉
協
議
会
に

次
の
方
か
ら
金

一
封
を
寄
付
下

さ
い
ま
し
た
。

水
田
恵

子
さ
ん
(
田

野
中
通
夫
き
ん
(
下

林
勝
政
さ
ん
(
樋

口林窪

図
書
館
だ
よ
り

〈
お
薦
め
の
蔵
書
〉

O

も
う
ひ
と
つ
の
幸
福
/
清
水

真
砂
子
1

岩
波
書
店
(
文
章
の

端
々
に
見
え
る
ダ
ン
ナ
さ
ん
と

の
関
係
が
す
ご
|
く
イ
イ

。

)
O

夜
に
忍
び
こ
む
も
の

/
渡
辺
淳

一
ー

集
英
社
(
男
女
を
問
わ
ず
、

あ
ら
ゆ
る
人
に
読
ん
で
ほ
し
い

。

)

O

天
使
の
自
立
(
上
)
(
下
)/
シ

ド
ニ
ィ

・

シ
ェ
ル
タ
ン

|

ア
カ

デ
ミ
ー
出
版
(
ス
ト
ー
リ
ー
が

お
も
し
ろ
い
。

)
O

虹
の
岬
/
辻

井
喬
l

中
央
公
論
社
(
内
容
、
文

章
共
に
し
っ
と
り
と
高
級
な
和

菓
子
を
賞
味
し
た
感
じ
。

)
O

大

往
生
/
永
六
輔
|

岩
波

書
店

(岩
波
新
書
と

い
う
こ
と
で
、
わ

り
と
堅
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た

が
、
読
み
や
す
く
、
わ
か
り
や

す
い

。

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ

た
の
が
う
な
ず
け
る

。

)

〈
四
月
の
休
館
日
〉

3

日

側
・
川
日
制
・
刊
日

同
・
円

日

刊
-
M
日
間
・
日
日
出
(
み
ど

り
の
日
)
・
叩
日
(
月
末
)

〔
図
書
寄
贈
の
お
礼
〕

O

相
原

一
さ
ん

O

森
田
栄
子
さ
ん
O

丸
井
美
恵
子
さ
ん

O

山
内
憶
さ
ん
O

西
山
忠
成
さ
ん

O

石
丸
法
明
さ
ん
・

以
上
の
方
々
か
ら
図
書
を
寄
贈
下
さ

い
ま
し
た

。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。



四
月
よ
り
三
歳
未
満
児
の

医
療
費
が
無
料
で
す

今
ま
で
零
才
児
に
つ
い
て
は
医

療
費
が
無
料
で
し
た
が
、
制
度
拡

大
に
よ
り
、
四
月
一
日
か

ら
、

二

才
児
ま
で
の
医
療
費
が
無
料
と
な

り
ま
す
。

役
場
町
民
課
に
お
い
て
申
請
手

続
き
を
さ
れ
ま
す
と
乳
幼
児
医
療

費
の
受
給
者
証
を
交
付
し
ま
す
。

ま
だ
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
は
、

印
鑑
と
乳
幼
児
の
加
入
し
て
い
る

保
険
証
を
持
参
し
早
急
に
手
続
き

を
行

っ
て
下
さ
い

。

四
月
以
降
受
診
す
る
場
合
は
必

ず
乳
幼
児
の
受
給
者
証
を
保
険
証

と
一
緒
に
病
院
の
窓
口
へ
提
出
し

て
下
さ
い

。

ま
た
、
加
入
し
て
い
る
保
険
が

変
わ
っ
た
と
き
は
、
新
し
い
保
険

証
と
受
給
者
証
を
も
っ

て
役
場
へ

そ
の
旨
を
届
け
出
て
下
さ
い

。

詳
し
く
は

役
場
町
民
諜
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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飼
い
犬
の
登
録
制
度
か

変
わ
り
ま
し
た

犬
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
、
こ

の
四
月
か
ら
犬
の
登
録
制
度
が
変

わ
り
、
毎
年

一
回
の
登
録
が
、
一

生
涯
に

一
回
登
録
す
れ
ば
よ
い
こ

と
に
な
り
ま
し
た

。

(登
録
料
三

、

0
0
0

円
)
つ
ま
り
、
四
月

一
日

以
降
に

一
回
登
録
を
済
ま
せ
ば
、

あ
と
は
そ
の
必
要
が
な
く
な

り
ま

す
。

し
か
し
、
飼
い
犬
が
死
亡
し
た

と
き
や
犬
の
所
在
地
が
変
わ

っ
た

と
き
、
あ
る
い
は
飼
い

主
の
住
所

の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
な
ど
は
、

そ
の
都
度
飼
い
主
は
役
場
へ
届
け

出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

0

0
ご
注
意
下
さ
い
/

O

今
ま
で
に
犬
の
登
録
を
し
て

い
た
方
も
、
こ
の
四
月

一
日

か
ら
実
施
さ
れ
た
新
制
度
で

は
、
新
た
に
登
録
し
直
き
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

O

犬
の
鑑
札
と
狂
犬
病
予
防
注

射
済
票
は
、
犬
の
首
輪
に
つ

け
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

O

犬
の
登
録
は
生
涯
一
回
と
な

り
ま
す
が
、
狂
犬
病
の
予
防

注
射
は
従
来
と
同
様
、
年

一

回
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

埋
蔵
文
化
財
発
掘

作
業
員
募
集

町
内
下
林
で
、
は
場
整
備
に
と

も
な
う
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
調
査

の
作
業
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

。

場
所

拝
志
郵
便
局
の
南

一
帯

期
間

四
月
i

八
年
三
月
末
ま
で

時
間

午
前
八
時
三
十
分
1

午
後

五
時
ま
で
。

土
・

日
曜
・
祝
日
と
雨

天

休
日

口
u住

民
票
必
要
・
簡
単
な
面

接
あ
り
。

日
当
五
千
円
か
ら
八
千
五

百
円
ま
で
(
作
業
内
容
に

よ
る
)

申

し
込
み
先

・

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

宮
六
四
一
五

O
O

刊

・
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館

官
六
回
|

三
四

一
四
間

十
一
月
企
画
展
は
1

戦
争
・:
L

先
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
戦
後
五
十
年
の
区
切
り
と

し
て
「
重
信
の
人
々
の
戦
争
は
:
」

(
仮
題
)
を
計
画
し
て
い
ま
す。

日
露
・
日
中
・

太
平
洋
戦
争
に

関
わ
れ
た
お
家
の
大

切
な
資
料
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご

一
報
下
さ

資
格

賃
金

宮
六
四
|

三
四

一
四
間

引
っ
越
し
の
季
節
で
す

水
道
の
手
続
き
を
忘
れ
な
い
で

転
入
、
転
出
な
ど
で
、
町
営
水

道
使
用
者
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、

名
義
変
更
の
手
続
き
が
必
要
で
す

。

手
続
き
を
き
れ
な
い
と
、
以
前
の

使
用
者
に
料
金
が
請
求
さ
れ
、
ト

ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
り
ま
す

。

水
道
使
用
者
が
変
わ
っ
た
時
は
、

速
や
か
に
、
役
場
水
道
課
へ
印
鑑

持
参
の
上
、
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す

。

問
い
合
わ
せ
先E

六
四
|

二
O
O

一
間

内
線
三
三
二
・

三
三
二

手
話
教
室
開
催

平
成
七
年
度
か
ら
手
話
教
室
を

開
催
い
た
し
ま
す

。

初
級
か
ら
始

め
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加

下
さ
い

。

期
間

平
成
七
年
六
月
1

平
成
八
年
二
月
(
月
二
回
)

時
間

午
後
七
時
三
十
分
i

九
時

場
所

町
民
会
館

2
F

第
1

・
2

研
修
室

教
材
費

六
O
O

円
(
テ
キ
ス
ト
代
)

日
程
な
ど
詳
し
く
お
知
り
に
な

り
た
い
方
は
町
民
会
館

社
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宮
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ー
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O
O

附

-E民主主主~ÌI同直前回よl;I白・第38田

町民大運動会 縦覧期間

4月 1 日，_.. 4月 20日(土・日を除く)

8:30---17:00 
4月 16 日(日)
(雨天時は4月 23 日)

日時

※固定資産税、第1期納期5月(予定)

愛媛県緑化センターにあるしだれ梅 (3月 15 日撮影)

重信中学校グラウンド

表紙

場所
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r
い
しr⑤791 -02 重信町大字志津川972番地 fï (0899) 64-2001 (代表)

日 (躍) 行事名 場所 ・ 11寺問

1 (月) 1 2 、 3月分水道使用料納期限

祝日のためごみ収集休みます。 6 日(士)に出して下さい 。
3 (:掬

当番医重信クリニック 賃借町志津川 n64ー 1188

祝日のためごみ収集休みますっ 8 日(月)に 出して下さい。
4 (ね

当番医 国立療費E所愛媛病院重信町横河原 n64-2411

祝日のためごみ収集休みます。 9 日(刈に出してドさい。
5 (剣

当番医岸本医院 川内町北方 n66-5670

6(土) 役場開庁日

7 (日) 当番医西村内科 重信町志津川 n64-2461

8 113¥ 1 11 ノ、 ビ 11 掛守 IUT民会館
υ 1I 1 ')" L- ')刊豆 13: 30 -15: 30 

母親学級① ~rJ 民 会館
9 (刈 (妊婦) 1 13:30-15:00 

l 才6 ヵ月児健康診査 町民 会館
100灼 (H5年9 月・ 10 月 生まれの者) 113:30-14:30 

11(柄行政心配ごと相談所 役1 3場20階0~第 l1会5議:0室0 

1 2(剣自然探訪スクール①市 町民 会館
19:30-

役場開庁日
-ーーー ーー +・ - -- -- - -_ .・ ーー ーーーーーー ー ー ー ーーーーーーーーーーーーーー ー - - - -- 争時 ・ ーー

ふれあいの1'1

13(土) ÚH 草ポ y 卜 IrIïづく り l I 町9:0民0~会館
14(日) 当番医辻井循環器科内科 重信町田窪 n64-0013

健康づくり料理講習会 「カルシウム食」 山1 0之:0内0井-口1公2民3館0 
ー ・-_. ーー 伺- - -- - -ー- - --ーーーーー - ーーーー ・ ・ーー ー ーー・ーーーーーー ーーーー ー ーーーー ーー-ー

役場保健婦室
15(月) おとしよ j 健康相談室 要予約 14:00-16:00 

ーー ーー ーー ー . . . ・ ー ー ーーーー『 ーーーーーー -----唖 叫 4・・ " ・ ーーー ー ーーーーー ーー ー--- - ---- - ・・・ ・

母親学級② 町民 会館
(妊婦) 113:30-15:00 

ポリオ予防桜種 田T 民会館
17(7)<) ① 1-16'f.ï1l 1 11 - 1-l ï'l'-I円 31 1 1 ' 1ーまれ l J,' 月 ー上九F.m .:.t:. I t- tJH弘 . ー

( l16'1'.2 11111 - 11 6'1 6rJ 3011 ' 1 まれ J 品ぴ90カ ホ刊の制度目H 14:00-14:30 

乳児健康診査 町長 会館
印刷 (H 6年7月 ・ 1 0 月・ H7年l 丹生まれの者) 1 13 ・ 30-14:30 

町民 会 館
19(翁 j ノ、ビ j 教室 13:30-15:30 

役場開庁日
ー-ー ー・ーー ・骨 骨_ - -- - ---- - ---- - - ーー ーー ーーー ーーー ー - ー ー ー ーーー ーーーー ーー ー- -_ . - --

20出自然保訪スクール② 町 民会館
19:30-

/ 自然探訪スクール③(実技) 1 IUT 民会館
2H日)

当番医藤石病院 重信町志津川 n64-1234

22(月) 母親(妊学婦級)③ 1 町13:3民0-会1 5 :0館0 
健康相談(各地区)24 日まで

2 5 (*l l .c, 、 ðIi己 、'y 土目 壬 '.k ;.iι 役場2階第l会議室
円V 日~ -'n=li�il<f"1 13:00-15:00 

3才児健康診査 問I 民 会館
26(翁 (1.1 4年 l 月・ 2 月 ・ 3月生まれの者) 1 1 3 : 00- 14 ・ 00

役場開庁臼

ふれあいの日

27(:]:) サルビア種まき 1 I 町9:0民o-会館
28(I:l ) 当番医中川外科内科 松山市南梅本町 H76-7811

役場保健婦室
おとしよ j 健康相談室 要予約 14:00-16:0。

29(月)
母親子:~!_:級④ IIIT 民 会館

(妊婦) 1 1 3:30-15 ・ 00

日本lIìX， 炎予防接種 町民会館
30(刈 (3才児・ 4才児) 114:00-14:30 

3 1同国定資産税第l矧納期限、軽自動車税納期限

企画商工諜編集愛媛県温泉郡重信町発行



外事事軍吉月4 
重信町名誉町民で前重信町長の束村旭さん(満76歳)が

3月28日に逝去され30日に合同葬が行われました。
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